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第１回地質リスクマネジメント事例研究発表会 参加者募集案内（第２次） 
 

共催：地質リスク学会 /  (社)全国地質調査業協会連合会   
   後援：国土交通省国土技術政策総合研究所 

協賛：独立行政法人土木研究所、独立行政法人港湾空港技術研究所、独立行政法人産業技術総合研究所 
社団法人地盤工学会関東支部、一般社団法人日本応用地質学会 
 

＜開催趣旨＞ 
      事例研究発表会の主な目的は、建設工事等における地質リスクのマネジメントの実例を紹介し、 

様々な課題を議論し共有することにあります。 
＜開催要領＞ 

     開催日：平成２２年９月２４日（金）  
    開催場所：飯田橋レインボービル 

         〒162-0826 東京都新宿区市谷船河原町 11 番地 飯田橋レインボービル TEL 03-3260-4791  

          地図は、こちら⇒ http://www.ienohikariss.co.jp/bld/map.html 
   ＜参加費（１名当：税込）＞ 

 (1)全体会 / 事例研究発表会 
① 会員 ２，０００円（「地質リスク学会会員」か「全地連所属会員企業職員」） 
② 一般 ３，０００円 

      (2)懇親会    ３，０００円  
        ＊テキストは、地質リスク学会のホームページからダウンロードしていただく形式とします。 
        ＊地質リスク学会会員の登録（無料）は、こちら→ http://www.georisk.jp/?page_id=16 

＜申込方法＞ 
      別紙「申込書」を送付して下さい。参加費は、所定の口座に事前にお振込下さい。 
    ＜募集人数・募集締切＞ 
      募集人数：５０名  募集締切：９月９日（定員になり次第、締め切ります。）  

＜プログラム＞ 
・全体会（9:30～12:00） 

              開 場   9:30  
開会挨拶  9:45～10:00 開会挨拶  渡邊 法美（地質リスク学会 会長） 

     取組状況報告 10:00～12:00 （１機関 25 分） 
       報告① 独立行政法人土木研究所からの報告  10:00～10:25 
           「土研現場ナレッジ DB の構築検討」  
            佐々木 靖人（同研究所 材料地盤研究グループ 上席研究員） 
       報告② 独立行政法人港湾空港技術研究所からの報告 10:25～10:50 
            渡部 要一（同研究所 地盤・構造部 地盤研究領域 土質研究チーム 室長） 
       報告③ 地盤工学会関東支部からの報告 10:50～11:15 
                      「地盤リスク委員会の活動報告」  

伊藤 和也 
（同学会関東支部 地盤工学におけるﾘｽｸﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄに関する事例研究委員会 幹事） 

       報告④ 地質リスク学会からの報告 11:15～11:40 
            ジオテクニカルベースラインレポートの翻訳事業について 
            小笠原正継（地質リスク学会 副会長 / 独立行政法人産業技術総合研究所） 
       優秀論文賞授与式 11:40～12:00 

・事例研究発表会（午後） 13:00～16:30 （１８編）

 
・懇親会         17:00～ 

 ＊本講習会は、ジオ・スクーリングネットを運営・管理する“土質・地質技術者生涯学習協議会”が開催を 
確認しており、CPD の加点対象となっております。（加点ポイント：３） 

 ＊本講習会のお申し込み手続き関係は、(社)全国地質調査業協会連合会が担当しております。 
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事例研究発表一覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ＊事例研究発表会は、上記論文の内容により、２会場（４セッション）に分けて実施する予定です。 
 

口頭発表者 所属先 題名 事例種類

田上　　裕
基礎地盤コンサルタンツ㈱
九州支社

地盤の特徴にあわせた地盤調査の必要性（地質リ
スクは人為的なもの？）

A型

松村　法行
㈱ダイヤコンサルタント
関西支社

道路建設に伴う切土による岩盤すべり A型

西村　真二 ㈱地盤試験所
名古屋港西五区耐震強化岸壁（-14m）築造工事に
おける桟橋杭の根入れ長の変更

A型

鈴木　　悟
静岡県袋井土木事務所企画検
査課

静岡県太田川ダム貯水池斜面安定対策におけるコ
スト縮減

A型

吉村　辰朗 復建調査設計㈱福岡支社 切土掘削中に発生した地すべりの調査と観測施工 C型

西村　悟之 ㈱荒谷建設コンサルタント 県道路改良工事 C型

森本　大志 宮城県土木部　防災砂防課
江合川下流流路工事業における東鳴子温泉源泉へ
のリスク低減効果

C型

緒方　康浩 ㈱日本地下技術
排土工法により隣接した土塊の地すべりを誘発し
た事例

B型

藤井　　勇 ㈱藤井基礎設計事務所
地すべり災害において実施したリアルタイム監視
によるリスク管理について

A型

渡邉　　聡 復建調査設計㈱ 道路トンネル設計に伴う坑口部の地質調査事例 D型

阿川　展久 ㈱荒谷建設コンサルタント
都市部での地質調査における地質リスク低減プロ
セスの事例

A型

伊藤　和也 (独)労働安全衛生総合研究所
中小規模の斜面掘削作業を伴う工事における労働
災害の防止対策の提案

D型

佐々　真也 宮城県土木部　道路課
国道108号地すべり災害復旧事業におけるリスク
回避事例

C型

高野　邦夫
㈱ダイヤコンサルタント
東北支社

道路工事中に発現した地質リスク事例 B型

鳥居　　敏 応用地質㈱関西支社 ＣＭ方式を活用したトンネル施工事例 A型

長谷川信介 （独）防災科学技術研究所
トンネル事前調査における地質情報の不確実性に
起因する建設コストの変動リスク評価の試み

D型

鈴木　俊司 ㈱ドーコン
地すべり地帯に計画された道路改築工事のルート
選定

C型

折原  敬二 基礎地盤コンサルタンツ㈱
地質リスク管理としてのGBR　－シンガポールの
公共工事より－

特別枠
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FAX：０３－３８１８－７４７４  全地連事務局宛（必ず参加費の振込票の写しもご送付下さい。）      

地質リスクマネジメント事例研究発表会 参加申込書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜ご確認事項＞ 
  １．お申込みは、本用紙（必要事項ご記入の上）と参加費の振込票の写しを事務局まで FAX か郵送して下さい。 
   （振込票をもって領収書に代えさせていただきます。） 

なお、一般企業以外の方で事前の振込等の対応が難しい場合は、別途事務局にお電話いただきご相談下さい。 
  ２．参加費は、以下となります。 
   (1)全体会 / 事例研究発表会 

① 会員 ２，０００円（「地質リスク学会会員」か「全地連所属会員企業職員」） 
② 一般 ３，０００円 
③ 事例研究発表者 無料 （口頭発表者のみ） 

   (2)懇親会    ３，０００円  
      ＊事例研究発表者（口頭発表者のみ）は、「(1)全体会 / 事例研究発表会」への参加費は、無料と 

なりますので、「口頭発表者」の欄に○印を付けて下さい。 
     ＊会員の場合は、「会員区分」の欄の該当箇所に○印を付けて下さい。 
 ３．会場準備の都合上、参加される行事に応じ、参加区分の欄に必ず○印をご記入下さい。 
  ４．参加費は、次の口座にお振り込み下さい。 

三菱東京 UFJ 銀行  
本郷支店 普通預金 口座番号：１０１７６７７ 口座名義：（社）全国地質調査業協会連合会  

     ＊当協会は営利団体ではございませんので、振込手数料は貴社でご負担下さい。 
  ４．お申込み後、ご案内をファックスでお送りいたします。 
  ５．参加をキャンセルされる場合は、９月１４日までに事務局にその旨ご連絡下さい。 
      ・９月１５日以降の場合は、参加費の払い戻しは、お受けできません。  
＜お申込みに関するお問い合わせ先＞ 
 (社)全国地質調査業協会連合会 事務局 〒113-0033 東京都文京区本郷 2-27-18 電話:03-3818-7411 

参加区分 口頭
　参加者氏名 ＜午前中＞ 　＜午後＞ ＜午後＞ 参加費 発表者 会員区分

　全体会 事例研究発表会 懇親会 ＊○印を付けて下さい

　学会会員・全地連会員

　学会会員・全地連会員

　学会会員・全地連会員

合計金額

会社名

住所
〒

ご担当者名 電話

FAX番号 e-mail


